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Cephradineの 眼 科領 域 にお け る検 討

三 井 幸 彦 ・布 村 元 ・松 下 明 子

徳島大学医学部眼科学教室

私共 は新 しいCephalosporin系 抗 生 物 質 で あ るCe-

phradine(CED)の 眼 科 領 域におけ る応用 について検討

した。

I 手術前 無菌法 と しての効果

結膜嚢は常時種 々の細 菌に よって汚染 されてい る。正

常結膜嚢か らの材料 を培 養 してみ る と,ひ じょ うに高率

に細菌が証 明 され る ことは周知 の事実 であ る。 したが っ

て術 後の感染防止 とい うことは手術 の さいに重大な問題

にな る。 と くに白内障,緑 内障 などの眼球 内に メス を入

れ るよ うな内眼手術 では,1度 感染 が起 こ ると予後は絶

望 的 とな る。 しか も眼 は敏感 な組織 で障害 を受 けやすい

ので,皮 膚の よ うに強 い消毒薬 を使用 できない。そ こで

私共 の教 室では眼 の手術前 には抗生物質 によって結膜 嚢

を無 菌状 態に している。

無 菌法は原則 と して2日 間行な う。 まず無菌 法施 行前

に結膜嚢 を ブイ ヨ ンで洗 い,こ の洗浄液 をブイ ヨン,普

通寒天,お よび血液寒天 に培養 す る。つい で抗生物質軟

膏 を1日3回2日 間点眼す る。 この間は滅菌 ガーゼで眼

帯す る。2日 後に,ふ たたび初 回 と同様な培養 を して,

菌 が陰性化 しない ものは菌同定,感 受 性試験 を行 な う。

そ の結果 か ら有効 な抗生物質 を選 び,無 菌法 を行 な う。

そ の後,培 養 を して無菌状態 を確認 して手術 をは じめて

い る。

無菌法 に用 いる抗生物 質 はBroad Spectmmで あ っ

て,で きれば グラム陰性桿 菌,と くに緑膿菌 に も有 効な

ものがあれ ば理想的 であ る。現在10年 来,私 共 はテ トラ

サイ ク リン ・エ リス ロマイシ ンを併用 してい るが,時 日

の経 過 とともに菌陰性 化率が低下 し,新 しい抗生物質,

とくにCephalosporin系 に切 りか える 必要 を感 じて い

る。

そ こで,今 回CEDの 治験 に さい して,CED軟 膏 を

作製 し,無 菌法 に使 ってみた。

実験方法 はプ ラスチベース を基剤 に0.5% CED軟 膏

をつ くり,1日3回2日 間点眼す る。軟膏 は室 温に保存

し,7日 毎 に更新 する。 培養は37℃,48時 間で判定す

る。

Table 1は30例 の手術患 者に行 なったCEDに よる無

菌法 の結果 であ る。30例 中CEDに よる2日 間 の無菌法

で菌が陰 性化 した ものは22例 約73%で あ る。 全 例 の

Totalscoreは 無菌法前 の174に 対 し,無 菌法後は12で

ある。Scoreの 意味 は1つ の培養 について-,+,〓,

〓 の結果 を,そ れぞれScore1,2,3と し,そ の数字

を集計 した もの がTotal scoreで あ る。 無 菌 法 前 の

Total scoreと 施行後 のTotalscoreの 比が有効系数 と

い うことにな る。CEDの 有効 系数 は14.5で あ る。 私共

の ところで従来行 なっていたテ トラサイ ク リン ・エ リス

ロマイシ ン(各0.5%)混 合軟 膏では,菌 の陰性化率お

よび有 効系数は,そ れ ぞれ約50%お よび約2で あ る。な

お,無 菌 法後に陰 性化 しなかった もので感 受性試験 をす

る と8例 か らの8株 は全株CEI)に 感受性 があ った。

II 眼感染症 のCEDに よる治療

眼感染症 の うち,軽 症な結膜炎(細 菌性),麦 粒腫 の

よ うな ものは抗生物 質の局所治療 だけで十分 と思 わ れ

る。 また最近 医原性 疾患が強調 され てお り,た とえ無害

な薬剤 で も全身投与 よ り局所投与で治癒すれ ば,そ れ に

こ した ことはない。 その意味で も市販 され ている抗生物

質眼軟膏お よび点眼液 の種 類が少な いことは 残 念 で あ

る。今 回は無菌法 に使用 した0.5%CED軟 膏 だけで治

療 した例 をTable2に 示 す。

つぎに,重 篤 な感染症 では失 明す るものが多 く,抗 生

物質 の全身投与 が必 要 と な る。CED内 服治療の結果は

Table3に 示す。

Table2, Table3を 通 じて無効例 はAdenovirusお

よびHerpes simplex virusの 感染 であ り,薬 理作用か

らも当然の結果で ある。 なお,局 所,全 身投与 ともに副

作用 はな く,い っぽ う胃腸障害 が少な く,か な り長期間

投与 で きる点,お よび小児用 のシ ロップ製 剤は味が よく

服用 しやすい点な ど,臨 床上 ひ じょうに使いやすい よう

に思 われ る。

なお,今 回は各種臨床機能検査 は実施 できなか つた.

皿 最 少発育阻止濃度(MIC)

眼病巣 および無 菌法前に慢性炎症 があ り,菌 が培養 さ

れた ものな ど9つ の菌株 について倍数稀釈法に よ り最小
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Table 1 Results of preoperative aseptic procedure with cephradine
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Table 2 Clinical response to 0. 5% cephradine ointment

Table 3 Clinical response to systemic treatment with cephradine
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発 育阻止 濃度 を測定 した。用い た培地 は普通 ブイ ヨンで

ある。その結果 をTable4に 示す。CEDとCephale-

xin(CEX)は ほぼ同等 のMICを 示 した。

VI 考 案および結語

CEDば 眼手術 の術 前に使用 した場合,ひ じょうにす

ぐれ た無菌効果 を示 し為。

眼感染症 の治療 に試用 した成績 も局所全身 ともに奏 効

率 が高 く,ま た副作用 は認 め られなか った。

MICで はCEDとCEXは,ほ ぼ同等 の抗菌 力を示

した。
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EVALUATION OF CEPHRADINE IN OPHTHALMOLOGY

YUKIHIKO MITSUI, HAJIME NUNOMURA and AKIKO MATSUSHITA 

Department of Ophthalmology, University of Tokushima

Cephradine was applied in the field of ophthalmology, and the following results were obtained. 

1. As an aseptic procedure before the operation of intra-ocular surgery, 0.5 % cephradine ointment 

(plastibase) was instilled in cul-de-sac 3 times daily for 2 days, and the negativisation was obtained in 22 
cases among 30 cases (73%). 

2. As a treatment of ophthalmologic infections, 0. 5 % cephradine ointment was applied to 8 cases, of 

which the effectiveness was obtained in 7 cases. Cephradine was administered systemically to 12 cases, of

which the effectiveness was noticed in 11 cases. The ineffective cases consisted of the infections due to

Adenovirus and Herpes simplex virus. 

3. The antibacterial activity was almost the same between cephradine and cephalexin in view of the 

minimum growth inhibitory concentrations (MIC).

Table 4 Minimum inhibitory concentration 

(MIC)


